
16

　金田城は「朝鮮式山城」と呼ばれる

山一帯を石塁・土塁で囲み、谷部には

城門・水門を設けた当時朝鮮半島に多

く存在した城で、国内にはない最新の

技術を駆使して築かれました。�

　「日本書紀」に667年『対馬国に金

田城を築く』と記されています。対馬

はこの時から国境に位置する島として

対外防衛の最前線に位置していました。

当時対馬に派遣された「防人」たちは不

安と緊張の中，慣れない地で生活しな

がら国防に務めていたと想像できます。�

辺境守備兵。主に東国の人。家族、

妻と離れ遠国へ向かう人々の悲しい

歌が『万葉集』に収められています。�

�

�
高所より煙を上げて危急を知らせる

通信施設。金田城にも山頂付近にあ

ったと考えられています。�

　地元では「城山」の名で知られてい

る金田城跡は、美津島町黒瀬・箕形に

位置します。対馬最大の景勝地「浅茅

湾」の西、外浅茅の南にあり、頂上付

近からは西方海上を見渡すことができ

ます。�

　標高276mの頂上付近一帯には明治�

34年、旧日本軍によって「城山砲台」�

が築かれ、頂上までの道は「軍道」と�

呼ばれ登山道として利用されています。�

 �

�

　今からおよそ1300年以上も昔、西

暦663年（天智2）、大和朝廷は友好関

係にあった朝鮮半島の「百済」復興の

ため大軍を派遣し、「唐」・「新羅」と

白村江で戦いましたが大敗しました。

その結果、国内の防備を固め来襲に備

える必要が生じました。敗戦の翌年に

対馬・壱岐・筑紫に「防人」と「烽」

を配置し、また、西日本各地に山城を

築き防備を固めました。�

　
市
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
、
都
市
等

住
民
と
の
交
流
拡
大
、
定
住
促
進
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
「
対
馬
市
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。�

　
空
き
家
を
お
持
ち
で
「
ど
な
た
か
に
貸
し
た

い
（
売
り
た
い
）
」
と
お
考
え
の
方
は
、
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

      

市
政
策
企
画
課
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中
庭
、梅
野
、扇
）�

　
　
　
　
　
　
☎
0
9
2
0-

5
3-

6
1
1
1
�

　
※
内
容
は
対
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
　
し
て
い
ま
す
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利 用 希 望 者 �
空き家を探している（市外に在住）人�

所 有 者・管 理 者 �
空き家を貸したい（売りたい）人�

対馬市空き家バンク�
（対馬市政策企画課）�

当
事
者
間
で
の
交
渉
・
契
約�

所
有
者
等
の�

情
報
の
連
絡�

利
用
希
望
者�

情
報
の
連
絡�

空
き
家
情
報�

の
募
集�

空
き
家
物
件�

の
情
報
発
信�

利
用
希
望
者�

の
登
録
申
請�

空
き
家
の�

登
録
申
請�

対馬市空き家バンク制度イメージ図�

ちょうせんしきやまじろ�

�

まんようしゅう�

じょうやま�

あ そ う �

じょうやまほうだい�

� ぐんどう�

�

く  だ  ら�

とう� しら　ぎ�

はくそんこう�

さきもり� とぶひ�

金
田
城
跡�

○
所
在
　
美
津
島
町
黒
瀬
及
び
箕
形�

○
時
代
　
飛
鳥
時
代�

　
　
　 

（
西
暦
6
6
7
年 

天
智
6
年
）�

○
種
別
　
特
別
史
跡�

○
指
定
年
月
日
　
昭
和
57
年
3
月
23
日�

防人～さきもり～�

烽～とぶひ～�
�

頂上（石塁）と浅茅湾�

■国防の要として築かれた  金田城�
�

    アクセス�
対馬空港から国道382号線南下し県道24号線（パル21前三叉路を今里
方面に）を車で約10分行くと左右に「国定公園城山」の標式と「特別
史跡金田城跡」標注，説明板が目印となります。そこから右手の山道を
行くと約5分で登山口に着きます。往復1時間あれば石塁を見ることが
可能です。�

わん�

南
東
部
石
塁�

対馬市教育委員会　文化財課　☎0920（54）2341�
　　　　       〒817-0322  美津島町　知甲550番地2

シリーズ 文化財の紹介②

と く  べ つ   し  せ き  か ね  だ  じ ょ う あ と �

�

■なぜ金田城は築かれたのでしょうか？�
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廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�

　
８
月
５
日
、
豊
玉
地
区
公
民
館
で
、

長
崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
研
修
会
は
、
長
崎
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事

業
で
、
対
馬
市
地
区
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
皆
さ
ん
や
一
般
の
方
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
研
修
会
で
は
基
調
講
演
の
ほ
か
、
二

酸
化
炭
素
の
温
室
効
果
を
実
際
に
温
度

計
で
測
定
す
る
実
験
や
家
庭
か
ら
出
る

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
ほ

か
、
紙
芝
居
と
人
形
劇
を
合
体
さ
せ
た

三
次
元
立
体
環
境
紙
芝
居
の
上
演
も
あ

り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
対
馬
市
に
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
対
馬
地
域
協
議
会
設
立
の
た
め
の

準
備
会
が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
10
名

の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。�

長
崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
研
修
会
が
豊
玉
で
開
催�

　研修会でも好評だった廃油キャンドルの作り方をご紹介します。�
家庭の台所から出る使い終わった食用油。廃油をリサイクルしてキャ�
ンドルを作ってみませんか。作り方はとても簡単です。�

①
廃
油
を
２
０
０
㏄
鍋
に
入
れ
、

　
80
℃
く
ら
い
に
温
め
る
。�

　
※
色
を
付
け
た
い
場
合
は
ク
レ

　
ヨ
ン
を
削
っ
て
い
れ
、
か
き
混

　
ぜ
る
。�

②
火
を
止
め
て
凝
固
材
を
15
ℊ
入

　
れ
て
溶
け
る
ま
で
よ
く
か
き
混

　
ぜ
る
。�

③
ろ
う
そ
く
の
芯
を
作
り
立
て
る
。

　
　
ろ
う
そ
く
を
鍋
に
入
れ
湯
せ

　
ん
で
解
か
す
。
ろ
う
そ
く
の
溶

　
け
た
鍋
に
タ
コ
糸
を
入
れ
、
ロ

　
ウ
を
付
け
た
ら
取
り
出
し
、
固

　
ま
る
ま
で
待
つ
。
固
ま
っ
た
ら

　
適
当
な
長
さ
で
切
り
、
三
股
に

　
裂
い
て
接
着
剤
で
カ
ッ
プ
の
底

　
に
固
定
す
る
。�

④
鍋
が
手
で
触
れ
く
ら
い
に
冷
め

　
た
ら
、
廃
油
を
カ
ッ
プ
に
移
す
。

　
固
ま
っ
た
ら
完
成
。�

�

※
お
子
さ
ん
が
作
る
と
き
は
必
ず
、

　
大
人
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
！
け

　
が
や
火
傷
、
事
故
に
十
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。
火
を
灯
す
と
き

　
は
目
を
離
さ
な
い
で
下
さ
い
。

　
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
燃
え
る

　
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

日　時：10月１日（日）　９時30分～15時まで�

場　所：対馬駐屯地・対馬訓練場�
　　　　　　　　　及びNTT西日本厳原ビル前�

当日は駐屯地を開放�
します。�
ご家族、ご近所お誘�
い合わせのうえお越�
し下さい。�

■問い合わせ先■�

陸上自衛隊対馬駐屯地広報班�
☎0920（52）0791（内線213，216）�

対馬市国民保護計画（素案）に対する�
意見募集について�

　現在対馬市では、平成16年９月に施行された国民保
護法に基づき、わが国への武力攻撃や大規模テロが発
生したときに、市民の皆様の生命・身体・財産を保護
するため、「対馬市国民保護計画」の作成を進めてい
ますが、素案について次のとおり意見募集を実施しま
す。�
�
■公開する資料／（1）対馬市国民保護計画（素案）／（2）
　関連資料①国民保護法②国民の保護のためのしくみ
　（パンフレット）�
■資料の閲覧方法／（1）対馬市ホームページ／（2）対馬
　市役所、支所・出張所、地区生涯学習センター（地
　区公民館）�
■意見の募集期間／９月15日（金）から10月13日（金）�
■意見の提出先�
　市役所総務課市民保護班／ ☎0920（53）6111�
　（内線415）／提出方法／郵送・FAX（53‐6112）�
　・電子メール（info@city.tsushima.nagasaki.jp）�
■提出様式／様式は任意ですが、住所、氏名、電話番
　号は必ず記載して下さい。ご意見の内容以外は公表
　しません。�
■その他／ご意見は、十分検討し、これに対する市の
　考え方とともにそれを踏まえた計画の内容を公表し
　ます。ただし、個々の意見に対しまして、直接回答
　することはいたしませんので、あらかじめご了承く
　ださい。�

実施内容�

１．対馬駐屯地訓練場（９時30分～10時50分）�

　　対馬駐屯地創立26周年記念式典／音楽演奏／空挺降下／

　　訓練展示／ジープ及び戦闘車両体験試乗（12時～15時）�

２．NTT西日本厳原ビル前（11時30分～11時50分）�

　　市中パレード、厳原郵便局前～八幡宮神社迄の間、第４ 

　　音楽隊を先頭に陸・海・空自衛隊員の行進、戦闘車両、

　　ヘリコプターの順で実施します。�

３．駐屯地（12時～15時）�

　　祝賀会食／装備品展示／美術展・子供広場／野点�
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　対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会では、み

なさんがネコとより良い暮らしができるように、

獣医さんが無料で避妊去勢手術や病気の検査・予

防をしています。�

■実施場所：ツシマヤマネコ保護支援センター�

　　　　　　（上県町佐須奈）・対馬の森どうぶつ

　　　　　　病院（美津島町 知）�

■日　　程：申込者の希望日で診療可能�

■申込・問い合わせ先�

　　　本庁市民課、観光交流課（☎53‐6111）�

　　　及び対馬市各支所地域振興課�

　さわやかな秋晴れの下、稲刈りと餅つきを体験

しませんか？�

■期　　日：10月22日（日）　雨天中止�

■集合場所：上県町佐護椋梨（野鳥の森）�

�

�

�

�

�

■スケジュール：９：30（受付）／10：00（開会

　式）／10：30（稲刈り開始）／12：00（昼食）

　／13：00（餅つき体験）／14：00（解散）�

■参加費：1,000円�

　※参加費には佐護のお米２kg（お持ち帰り用）

　　とお餅が含まれます。�

　※昼食は各自（手弁当）でお願いします。�

■申し込み・問い合わせ先�

　対馬市農業委員会�

　☎0920（84）2401又は�

　　　　  （84）2311（内線210 ・211番）�

■申し込み期限：10月13日（金）�

■その他�

　１）定員は先着70人で締め切ります。�

　２）服装は汚れても良い格好でお願いします。�

���

　
10
月
１
日
、
平
成
18
年
度
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
各
事
業
所
へ
調
査
票
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
、
も
れ
な

く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
を

配
布
・
回
収
す
る
調
査
員
は
、「
調

査
員
証
」
を
携
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
担
当

ま
で�

����

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
「
市

民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
の
予
選
会
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。�

■
予
選
会
日
程
／
10
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
■
募
集
期
間
／
９

月
19
日（
火
）〜
９
月
29
日（
金
）■

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
を
除
く
）
■
募
集
人

員
／
先
着
１
０
０
名
■
申
込
方
法

／
募
集
事
務
局
ま
で
電
話
で
お
申

込
下
さ
い
。�

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　（
担
当
・
小
磯
）�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

（
厳
原
地
区
公
民
館
内
）�

����

　
結
核
を
昔
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
結
核
は
依
然
と
し

て
主
要
な
感
染
症
で
す
。
平
成
16

年
に
は
、
国
内
で
約
３
０
’
０
０

０
人
の
結
核
患
者
が
発
生
し
て
お

り
、
約
２
’
３
０
０
人
の
方
が
結

核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
長
崎

県
で
も
、
約
４
０
０
人
の
患
者
が

発
生
し
、
そ
の
約
７
割
が
60
歳
以

上
の
方
で
す
。�

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
咳
、
タ

ン
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
胸
痛
な
ど

で
、
か
ぜ
の
症
状
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週

間
以
上
続
く
と
き
は
、
結
核
を
疑

っ
て
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
早
期
発
見
が
適
切
な
治

療
に
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
結
核

に
か
か
る
と
重
症
に
な
り
や
す
く

生
命
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
は
、
結
核
の
発
病
を
予
防

・
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
後
６
月
に
達
す
る

ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

対
馬
保
健
所�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

���

　
県
で
は
、
９
月
16
日
〜
10
月
15

日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
秋
の
農

作
業
安
全
運
動
月
間
」
と
定
め
、

そ
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り

な
が
ら
行
い
、
機
械
作
業
時
に
は

事
故
に
対
処
で
き
る
よ
う
二
人
以

上
で
行
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�

むくなし�

☆仔ネコが生まれて困る。�

☆病気の検査と予防がしたい。�

☆ご近所に迷惑にならないよ�

　うにしたい。�

☆迷子になっても無事�

　に帰れるように�

　したい。�

・避妊去勢�

・ワクチン接種�

・ウィルス検査�

・マイクロチップ�

・寄生虫検査�

事
業
所

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

事
業
所

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局�

９
月
９
月
24
日
〜
日
〜
30
日
は
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」

「
結
核
予
防
週
間
」で
す
で
す�

９
月
９
月
24
日
〜
日
〜
30
日
は
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」

「
結
核
予
防
週
間
」で
す
で
す�

９
月
24
日
〜
30
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」で
す�

対
馬
保
健
所�

農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

９
月
16
日
〜
10
月
15
日
ま
で�
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豊
玉
郵
便
局
に
お
け
る
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
謄
抄
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

年
９
月
29
日（
金
）を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、事
務
の
取

扱
い
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。�

１
、
謄
抄
本
（
登
記
事
項
証
明
書

等
）
は
、
郵
便
に
よ
り
交
付
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

（
Ａ
）こ
の
場
合
、
返
送
用
の
封
筒

及
び
送
付
の
料
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
。（
料
金
は
送
付
す
る
証
明
書

の
重
量
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）�

（
Ｂ
）登
記
手
数
料
は
、
従
前
ど
お

り
登
記
印
紙
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
登
記
印
紙
は
郵
便
局
で
販

売
し
て
い
ま
す
。�

（
Ｃ
）１
通
当
た
り
１
’
０
０
０
円

で
す
。
た
だ
し
、
１
通
当
た
り
10

枚
を
超
え
る
と
５
枚
ご
と
に
手
数

料
が
２
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。�

２
、
長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局

で
の
交
付
は
従
来
ど
お
り
で
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

　
長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）６
４
６
３�

����

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。�

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
速
や
か

に
加
入
手
続
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
対
馬
労
働
基

準
監
督
署
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）

０
２
３
４
／
対
馬
公
共
職
業
安
定

所
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）８
６
０
９�

���

　
こ
れ
ら
の
作
業
に
従
事
す
る
人

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
59
条
の

規
定
の
講
習
を
修
了
し
た
人
で
な

け
れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。�

■
講
習
日
時
／
10
月
24
日
／
10
時

〜
16
時
■
講
習
場
所
／
美
津
島
文

化
会
館
　
美
津
島
町

知
甲
１
２

８
７
‐
１
■
受
講
費
用
／
会
員
８

’
５
０
０
円（
税
込
）、
非
会
員
１

１
’
０
０
０
円（
税
込
）■
テ
キ
ス

ト
代
／
６
３
０
円（
税
込
）�

■
申
込
期
間
／
９
月
26
日（
火
）〜

９
月
27
日（
水
）※
受
講
申
込
者
が

少
な
い
場
合
は
、
受
付
期
間
が
過

ぎ
て
も
受
付
を
致
し
ま
す
。
ま
た
、

受
講
希
望
者
が
少
な
い
場
合
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■（
社
）長
崎
県

労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部
　
〒
８

１
７
‐
０
０
１
２
　
対
馬
市
厳
原

町
日
吉
３
０
１
　
☎
・
℻
０
９
２

０（
５
２
）１
４
１
７�

����

　
河
川
と
海
岸
、
ふ
だ
ん
利
用
し

て
い
る
道
路
、
港
湾
、
漁
港
等
で

の
愛
護
活
動
を
県
は
支
援
し
て
い

ま
す
。
清
掃
や
美
化
活
動
に
取
り

組
む
市
民
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ア
ダ
プ
ト
の
申
請
、
愛
護
団

体
の
登
録
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
！�

応
募
要
件�

■
ア
ダ
プ
ト
団
体
／
①
各
団
体
共

通
…
道
路
、
河
川
、
公
園
等
に
つ

い
て
、
自
発
的
な
清
掃
・
美
化
活

動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会
等
の
各
団

体
で
以
下
の
条
件
を
備
え
る
団
体

（
・
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体
・
年
間
４
回
以
上
の
活
動

が
で
き
る
団
体
・
２
年
以
上
期
間

ア
ダ
プ
ト
と
し
て
活
動
で
き
る
団

体
）
／
そ
の
他
②
道
路
ア
ダ
プ
ト

③
河
川
ア
ダ
プ
ト
④
海
岸
ア
ダ
プ

ト
⑤
港
湾
・
漁
港
ア
ダ
プ
ト
が
あ

り
ま
す
。�

■
愛
護
団
体
（
河
川
・
海
岸
・
道

路
・
港
湾
・
漁
港
等
）
／
県
管
理

の
河
川
・
海
岸
・
道
路
・
港
湾
・

漁
港
等
で
清
掃
又
は
美
化
活
動
に

取
り
組
む
意
志
の
あ
る
概
ね
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
登
録

で
き
ま
す
。�

■
県
の
支
援
内
容
／
１
、
県
で
障

害
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
も
県

で
負
担
。
／
２
、
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
、

花
苗
の
支
給
。
草
刈
機
の
燃
料
、

飲
料
水
の
援
助
。
／
３
、
清
掃
・

美
化
活
動
に
か
か
る
区
間
に
団
体

名
を
記
し
た
看
板
を
設
置
。�

■
応
募
期
間
／
各
ア
ダ
プ
ト
団
体
、

愛
護
団
体
と
も
い
つ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
県
対
馬
地
方

局
建
設
部
管
理
課
　
☎
０
９
２
０

（
５
２
）０
３
９
８
／
対
馬
市
建
設

部
管
理
課
　
☎
０
９
２
０（
５
３
）

６
１
１
１�

���

　
県
の
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本

的
事
項
及
び
重
要
事
項
等
に
つ
い

て
調
査
審
議
し
て
い
る
長
崎
県
環

境
審
議
会
。�

　
環
境
保
全
活
動
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
長
崎
県
の

環
境
行
政
に
関
心
の
あ
る
方
の
積

極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

■
募
集
人
員
／
若
干
名
■
募
集
期

限
／
９
月
29
日（
金
）必
着
■
応
募

方
法
／
次
の
書
類
を
郵
送
で
提
出

／
１
、
応
募
用
紙
（
対
馬
市
廃
棄

物
対
策
課
、
各
支
所
住
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
）
２
、
「
長
崎
県
の

環
境
保
全
行
政
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
、

様
式
自
由
）
■
委
員
任
期
／
Ｈ
18

年
11
月
１
日
〜
Ｈ
20
年
10
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
書
類
の
提

出
先
■
〒
８
５
０
‐
８
５
７
０
長

崎
市
江
戸
町
２
‐
13
　
長
崎
県
環

境
部
環
境
政
策
課
企
画
調
整
班�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
３
５
２�

℻
０
９
５（
８
９
５
）２
５
６
６�

���

　
平
成
20
年
４
月
に
「
長
崎
県
立

大
学
」と「
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト

大
学
」
を
統
合
し
、
開
学
す
る
新

し
い
大
学
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。�

■
応
募
方
法
／
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
新
大

学
の
名
称（
ふ
り
が
な
）と
そ
の
理

由
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学
生

は
学
校
名
）、電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
応
募
下
さ
い
。�

■
応
募
期
間
／
９
月
15
日（
金
）〜

10
月
20
日（
金
）■
応
募
先
／
長
崎

県
公
立
大
学
法
人
事
務
局
企
画
広

報
課
（
〒
８
５
８
‐
８
５
８
０
佐

世
保
市
川
下
町
１
２
３
　
℻
０
９

５
６
‐
４
７
‐
８
０
４
７  E-mail 

kikaku
@
n
ag
asakip

u
.ac.jp

）�

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�

長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

労
働
保
険
の
加
入
は

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

労
働
保
険
の
加
入
は

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

対
馬
労
働
基
準
監
督
署�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
対
馬
地
方
局
管
理
課�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集

委
員
募
集�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集

委
員
募
集�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集�

長
崎
県
環
境
部 

環
境
政
策
課�

新
大
学
の
名
称
募
集

新
大
学
の
名
称
募
集�

新
大
学
の
名
称
募
集

新
大
学
の
名
称
募
集�

新
大
学
の
名
称
募
集�

長
崎
県
公
立
大
学
法
人
事
務
局�

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�
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一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
場
合

に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、

契
約
締
結
の
日
か
ら
２
週
間
以
内

に
買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
と
取

引
価
格
な
ど
を
土
地
所
在
市
町
村

長
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
罰
則
を
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
面
積�

①
市
街
化
区
域
２
’０
０
０
㎡
以
上�

②
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域�

　
　
　
　
　

５
’０
０
０
㎡
以
上�

③
都
市
計
画
区
域
外�

　
　
　
　

１
０
’０
０
０
㎡
以
上�

■
届
出
に
つ
い
て�

○
届
出
者
／
買
主�

○
届
出
の
時
期
／
契
約
締
結
日
か

　
ら
２
週
間
以
内�

○
届
出
先
／
土
地
の
所
在
す
る
市

　
町
村�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

各
支
所
地
域
振
興
課�

　
美
津
島
　
☎
５
４
‐
２
２
７
１�

　
豊
　
玉
　
☎
５
８
‐
１
１
１
１�

　
　
峰
　
　
☎
８
３
‐
０
３
０
１�

　
上
　
県
　
☎
８
４
‐
２
３
１
１�

　
上
対
馬
　
☎
８
６
‐
３
１
１
１�

又
は
長
崎
県
土
地
対
策
室�

　
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
０
４
１�

���

■
場
所
…
対
馬
市
美
津
島
町�

　
　
　
　
文
化
会
館�

■
日
時
：
９
月
30
日（
土
）�

　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分�

■
講
演
１�

「
手
足
の
し
び
れ
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
角
田
圭
司
（
長
崎
大

学
脳
神
経
外
科
）／「
脳
卒
中
が
お

こ
っ
た
ら
…
」
北
川
直
毅
（
長
崎

大
学
脳
神
経
外
科
）●
司
会
／
永
田

泉（
長
崎
大
学
脳
神
経
外
科
教
授
）�

■
講
演
２�

「
切
ら
ず
に
治
す
？
脳
血
管
内
治

療
と
は
」
高
畠
英
昭
（
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
）／「
脳
卒

中
の
外
科
治
療
」
堤
圭
介
（
長
崎

大
学
脳
神
経
外
科
）●
司
会
／
米
倉

正
大（
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
長
崎
大
学
脳

神
経
外
科
　
〒
８
５
２
‐
８
５
０
１�

長
崎
市
坂
本
１
‐
７
‐
１�

　
☎
０
９
５（
８
４
９
）７
３
７
５�

　
℻
０
９
５（
８
４
９
）７
３
７
８�

���

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ

ペ
ー
ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請

求
く
だ
さ
い
。�

■
講
座
／
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

書
道
、
ペ
ン
字
、
水
彩
画
、
絵
手

紙
、
写
真
、
エ
ッ
セ
イ
、
古
文
書
、

漢
方
・
薬
膳
、
経
絡
・
ツ
ボ
健
康

法
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
セ
ル

フ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、医
療
事
務
、

簿
記
な
ど（
約
２
０
０
コ
ー
ス
）�

■
受
講
期
間
／
３
か
月
〜
１
年�

　
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）�

■
受
講
申
込
／
年
中
受
付�

■
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
請
求
先

■
（
案
内
書
無
料
送
呈
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
　
☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３

１
５
１（
代
表
）　
〒
１
８
６
‐
８

０
０
１
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台
２
‐
３
６�

����

　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

９
月
25
日（
月
）か
ら
発
売
さ
れ
ま

す
。
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公

園
の
整
備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
市
町
振
興
を
目
的
に
発

売
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
収
益
金

は
市
町
振
興
の
た
め
の
事
業
に
直

接
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ
び
、
県

内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。�

■
発
売
期
間
／
９
月
25
日（
月
）〜�

10
月
13
日（
金
）■
価
格
／
１
枚
３

０
０
円
■
当
選
本
数
／
１
等
（
１ 

億
５
千
万
円
）
26
本
、
１
等
の
前

後
賞
（
２
千
５
百
万
円
）
52
本
、

２
等
（
１
千
万
円
）
26
本
、
３
等

（
百
万
円
）２
６
０
本
■
抽
選
日
／

10
月
18
日（
水
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
県
の
財
政
課�
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０
９
５（
８
９
５
）２
１
７
１�

���

　
職
業
に
必
要
な
技
能
・
技
術
の

習
得
を
目
的
と
し
た
県
立
高
等
技

術
専
門
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。�

■
募
集
科
目
【
長
崎
校
】
電
気
・

配
管
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備

科
、
建
築
設
計
施
エ
科
、
機
械
制

御
シ
ス
テ
ム
科
、
溶
接
技
術
科
、

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
観
光
・
オ
フ

ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
【
佐
世
保
校
】

電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備

科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築
技

術
科
、
機
械
技
術
科
、
溶
接
技
術

科
、
塗
装
技
術
科�

■
応
募
資
格
／
高
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
（
来
年
３
月
高
校
卒
業
見
込

み
者
を
含
む
）
及
び
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

（
た
だ
し
、
自
動
車
整
備
科
に
つ

い
て
は
、
大
学
受
験
資
格
の
あ
る

方
に
限
り
ま
す
）
。�

■
応
募
方
法
／
応
募
書
類
を
受
験

す
る
高
等
技
術
専
門
校
へ
提
出�

■
願
書
受
付
期
間
／
９
月
25
日

（
月
）〜
10
月
13
日（
金
）�

■
試
験
曰
／
10
月
26
日（
木
）�

■
合
格
発
表
日
／
11
月
10
日（
金
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

長
崎
高
等
技
術
専
門
校�
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佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校�
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安
全
で
す
か「
あ
な
た
の
作
業
」�

　
安
心
で
す
か「
あ
な
た
の
健
康
」�

　
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
州
運
輸

局
及
び
福
岡
地
区
船
員
労
働
安
全

衛
生
協
議
会
で
は
、
本
月
間
中
、

停
泊
中
の
船
舶
等
を
訪
船
し
、
船

員
の
安
全
・
衛
生
指
導
を
実
施
す

る
等
船
員
災
害
の
発
生
防
止
の
強

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。�

　
な
お
、
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
に

お
い
て
は
、
当
月
間
中
、
船
員
無

料
健
康
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。�
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地
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て

土
地
取
引
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い
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ら
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ら
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座
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座
の
お
知
ら
せ（
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無
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）

（
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無
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無
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講
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生
涯
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通
信
講
座
受
講
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募
集
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９
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」
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」

「
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員
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９
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船
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衛
生
月
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じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で
！
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入
は
県
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で
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じ

オ
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ム
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は
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！
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で
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オ
ー
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ジ
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ン
ボ
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く
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購
入
は
県
内
で
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崎
県
財
政
課�

19
年
度
訓
練
生
募
集

年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）

（
第
１
回
）�

1919
年
度
訓
練
生
募
集

年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）

（
第
１
回
）�

19
年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）�

県
立
高
等
技
術
専
門
校�

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す�


